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＜富秋中学校区等の公共施設の再編方針表＞ 

施設名 建築年 再編方針 再編後の利用用途 

行政系施設     

消防署北分署 2012 施設の長寿命化改修等を実施し、運営を継続 ― 

第 8 分団班器具庫 1981 運営を継続 ― 

学校教育系施設    

幸小学校 1968 

３校を統合し、現・富秋中学校に施設一体型義務教育学校（小中一貫校）を設置 

校舎等の既存建物は原則、除却 

敷地は民間事業者へ売却又は貸付を行い、まちに必要な機能を誘致 

池上小学校 1980 
校舎等の既存建物は原則、除却 

敷地は広場機能等の地域利用や民間事業者へ売却又は貸付を行い、まちに必要な機能を誘致 

富秋中学校 1976 施設一体型義務教育学校（小中一貫校）を設置 

市営住宅    

丸笠団地 1968 
和泉第一団地へ集約建替 

既存建物は除却 

敷地は民間事業者へ売却又は貸付を行い、まちに必要な機能を誘致 伯太団地 1969 

和泉第一団地 1975 旭公園へ集約建替 市営住宅・多世代交流拠点施設を設置 

王子第一団地 1978 和泉第一団地に集約建替 敷地は民間事業者へ売却又は貸付を行い、まちに必要な機能を誘致 

王子第二団地 1978 

和泉第一団地（５棟）へ集約建替 

11 棟 12 棟は長寿命化改修等を行い、継続管理。集約建替、長寿命化改修以外の棟について

は当面の間、継続管理を行い将来的には他団地への住みかえ等を実施。 

敷地は民間事業者へ売却又は貸付を行い、まちに必要な機能を誘致 

幸第二団地 1978 
和泉第一団地（幸第二団地 49 棟、旭第一団地 23 棟）、旭第二団地（幸第二団地 41～43、

50 棟、旭第一団地 19～22、24～27 棟）へ集約建替 

集約建替以外の棟については当面の間、継続管理を行い将来的には他団地への住みかえ等を

実施 

敷地は民間事業者へ売却又は貸付を行い、まちに必要な機能を誘致 

旭第一団地 1980 
北部総合福祉会館の建替用地として活用 

残りの敷地は民間事業者への売却又は貸付を行い、まちに必要な機能を誘致 

幸団地 1980 旭公園（33～35 棟）、和泉第一団地（33～35 棟以外）へ集約建替 
１万㎡の都市公園を整備 

残りの敷地は民間事業者への売却又は貸付を行い、まちに必要な機能を誘致 

旭第二団地 1986 
和泉第一団地（6～11 棟）へ集約建替 

12～18 棟は当面の間、継続管理を行い将来的には他団地への住みかえ等を実施。 

市営住宅の建替敷地として活用 

残りの敷地は民間事業者へ売却又は貸付を行い、まちに必要な機能を誘致 

永尾団地 1990 
施設の長寿命化改修等を実施し、継続管理 ― 

山手団地 1992 

社会教育系施設    

にじのとしょかん 
1977 

和泉第一団地に整備する多世代交流拠点施設と施設一体型義務教育学校（小中一貫校）等と

の連携も視野に入れて検討 
― 

池上曽根弥生情報館 1997 施設の長寿命化改修等を実施し、運営を継続 ― 

市民文化系施設    

市民文化ホール 1977 廃止 敷地は民間事業者へ売却又は貸付を行い、まちに必要な機能を誘致 

青少年センター 1972 
和泉第一団地に整備する多世代交流拠点施設へ集約 

(一部機能は施設一体型義務教育学校で実施) 
敷地は民間事業者へ売却又は貸付を行い、まちに必要な機能を誘致 
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施設名 建築年 再編方針 再編後の利用用途 

保健・福祉施設    

人権文化センター 1977 和泉第一団地に整備する多世代交流拠点施設へ集約 敷地は民間事業者へ売却又は貸付を行い、まちに必要な機能を誘致 

幸分館 1968 和泉第一団地に整備する多世代交流拠点施設へ集約 敷地は民間事業者へ売却又は貸付を行い、まちに必要な機能を誘致 

王子町分館 1966 和泉第一団地に整備する多世代交流拠点施設へ集約 敷地は王子町会へ返還 

北部総合福祉会館 1974 当面の間、運営を継続し、旭第一団地などを活用し建替 敷地は民間事業者への売却又は貸付を行い、まちに必要な機能を誘致 

池上老人集会所 1984 運営を継続 ― 

小栗の湯 2003 
当面の間、運営を継続し、利用者数の推移や市営住宅における浴室の供給状況を考慮しなが

らあり方を検討、また建替更新は行わない 
― 

旧老人デイサービス

センター 
1993 当面の間、現在の利用（目的外使用許可）を継続 ― 

医療施設    

和泉診療所 1973 民間施設の誘導も含め、民間活力の有効活用の方向で、今後のあり方を検討し具体化 ― 

その他    

信太山駅前自転車等

駐車場 
2001 運営を継続 ― 

旭公園 ― 幸団地に新たに 1 万㎡の都市公園を整備 既存の敷地は市営住宅の建替用地として活用 

池上住宅 ― 除却済（用途廃止） 史跡公園の一部として活用を検討 

旭温泉 ― 除却済（用途廃止） 都市公園の用地として活用 

あさひ保育園 ― 除却済（用途廃止） 令和 3 年度に民間事業者へ売却又は貸付を行い、まちに必要な機能を誘致 

幸幼稚園 ― 除却済（用途廃止） 令和 3 年度に民間事業者へ売却又は貸付を行い、まちに必要な機能を誘致 
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＜地区整備イメージ＞ 

＜市営住宅＞ 

・市営住宅第一～第三期の空き住戸に建替対象団地すべての入居
者が住替え 

＜跡地活用＞ 

・幸第二・旭第一・旭第二・王子第二団地を跡地活用 

・旭第一団地（一部）と和泉診療所の跡地で診療所・北部総合福祉
会館を建替え 

※これはイメージです。 
※図中の「跡地活用」は、市有地の活用エリアを示したものです。着色部に民間所有地が含まれる場合もありますが、民間所有地の買取を行うものではありません。 
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日当たりの良い居室 

広めの玄関・ 

ポーチ 

リビングアクセ

ス型のプラン 

効率的な家事動線 LDK として
も利用可 



54 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

広め
の WC 

多様な使い方ができる続き間 

 

効率的な家事動線 

対面キッチン 
共用廊下側の窓 

（コミュニティ形成） 

リビングアクセ

ス型のプラン 
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